
アメリカ議会図書館／ワシントン、アメリカ



アメリカ議会図書館（アメリカぎかいとしょかん、英語: Library of Congress）は、アメリカ合衆国の事

実上の（de facto）国立図書館。蔵書数、予算額、職員数全ての点で世界最大規模の図書館である。略称

は LC。

所蔵品の点数は数千万冊の書籍や各種資料など一億点を超える。合衆国連邦政府の立法府（アメリカ合衆

国議会）に属する機関であり、1800 年に首都ワシントン D.C.に設立された。図書館の財源は議会から支給

され、個人からの寄付や贈与も受け付ける。

日本の国立国会図書館は、戦後占領時代の 1948 年に、アメリカ文化使節団の勧告により、このアメリカ議

会図書館をモデルとして造られた。

歴史

1800 年 4 月 24 日に合衆国議会の図書室として発足した。当初、蔵書は政治に直接関係するものが中心だ

ったが、米英戦争中の 1814 年、 ワシントン焼き討ちによって焼失。1815 年に議会は、6487 点を所蔵する

元大統領トーマス・ジェファーソンの個人図書館を買い上げ、蔵書数は発足当初の 2 倍となり、蔵書の種

類も広がった。図書館は 1851 年の火災で再び焼失したものの、その後、規模は次第に大きくなり、政府の

各機関や一般へのサービスも充実した。1897 年には蔵書が多くなりすぎたため、議事堂近くの新しいビル

へ移転した。

その後、1899 年から 1939 年まで 40 年にわたって館長を務めたハーバート・パトナムの時代に議会図書館

はめざましい発展を遂げ、世界中から膨大な資料を集めた世界最大の図書館に成長した。第二次世界大戦

後にも更なる膨張を続け、1970 年には図書館の内局として連邦議会のための調査機関である議会調査局を

発足させた。



20 世紀末から 21 世紀初頭にかけては 1987 年就任のビリントン館長のもと、急速に発達したインターネッ

ト技術を背景とする電子図書館事業を推進している。

議会図書館の業務

議会図書館の業務は、基本的には他の図書館と同じであり、文献の収集、分類整理、閲覧、調査、レファ

レンス回答などである。

資料の収集・保存

議会図書館の収集における大きな特色は、国立図書館に国内刊行物を網羅的に収集するための納本制度が

著作権登録制度とくみあわされている点がある。著作権法により、アメリカ合衆国では全ての著作物は議

会図書館の内部部局で連邦の著作権行政をつかさどる著作権局に 2 部を納本することが定められている。

納本された著作物は著作権局で登記され、著作権登録が行われる仕組みになっており、同図書館には国内

の文献がほぼ自動的に集まってくるようになっている。

国外の資料収集にも力を入れており、現在所蔵する図書は470 言語にわたっている。国外資料の収集では、

東京をはじめ特にアジア、アフリカ地域数ヶ所に事務所を置き職員を常駐させている。また資料の寄贈や

国内外の図書館・研究機関との交換による収集の比重も大きく、特に研究機関との出版物の交換は国際間

の交流の活発化に伴い増加が著しい。

2800 万冊以上の図書資料の他にも、ワシントン大統領やクーリッジ大統領の書簡を含む原稿類、地図、新

聞、楽譜、マイクロフィルム、映画、写真、レコード、版画、絵画など様々な資料を多岐にわたって収集、

所蔵している点も大きな特色である。

2001 年 1 月 21 日にビル・クリントン大統領がカリフォルニア工科大学で、国家ナノテクノロジー・イニ

シアティブ(NNI)に関する演説においていくつかの具体的目標を発表した中で目標の1 つとしてあげられた

のは、「議会図書館の蔵書全てを角砂糖 1 個分のメモリに収容する」ことだったが、これは議会図書館の蔵

書がそれほどに膨大であることを示している。

貴重な所蔵品

ヘンデルのオラトリオ「メサイア」の歌詞の初版

グーテンベルクの印刷した『グーテンベルク聖書』（完全な形で現存する 21 部のうちの 1部）

ブレイディが撮影した南北戦争の写真

大日本沿海輿地全図 （大図のうちの 207 枚(うち 169 枚が彩色なし)）

など

図書館サービス

議会に置かれた図書館としての機能の中核を担うのが議会調査局であり、連邦議会両院のための資料提供、

レファレンス回答から独自の調査研究まで様々な情報サービスを提供している。

一般の利用者に対する資料の提供は、館内の閲覧室の他、各地域の図書館からも間接的に受けることがで

き、アメリカ国内の図書館相互貸借制度の維持、印刷物・資料・写真の複写、図書館での音楽番組の放映、

詩や民族音楽のレコーディング、蔵書の公開なども行っている。障害のある人へのサービスとしては、143

の地域の図書館を通して点字図書や録音図書を提供している。

議会図書館では膨大な蔵書に対応するための図書分類法である「米国議会図書館分類法(LCC)」を独自に考



案し、これに基づき目録を作成している。議会図書館の目録は、著作権登録制度にもとづいて収集された

網羅的コレクションがもとにされているため、同館の作成した書誌データは非常に利用価値が高い。議会

図書館はこの自館作成の書誌データをカード目録や機械式の目録として世界中の図書館に頒布し、図書館

間の書誌データの統一に大きく貢献している。

また、アメリカやカナダの学術図書館の協力により、各図書館における蔵書の所在状況を記録した「全国

総合目録」を編纂しており、全国的な図書情報交換の中核となっている。

1970 年以降、これらの目録、書誌情報は機械式のデータベースとして整備され、コンピュータネットワー

クを通じて世界中からアクセスできるようになった。1993 年の統計では、ネットワークを通じて、100 ヶ

国以上、約 2000 万人の利用者に、35 種類のデータベースの中から 2600 万件の情報提供を行なった。

1990 年代以降はインターネットの普及・発展にともなって、議会図書館はネットワークを通じた情報提供

にさらに力を入れるようになった。現在では目録データベースはインターネットで提供されて世界中の多

くの人々に利用されている。また議会の図書館の基幹業務としてアメリカの立法に関する様々な情報をイ

ンターネットを通じて提供する THOMAS や、一国の文化の中枢を担う国立図書館としてアメリカの歴史に関

するパブリックドメインの画像、ドキュメント、音声、映像を提供する American Memory などが構築され

ている。

組織

連邦議会ライブラリアン (Librarian of Congress) の肩書きを持つ館長 (Librarian) は、議会の助言と

同意のもとに大統領から指名される。歴代の館長の多くは議会サービスや行政のベテランよりもむしろ、

図書館界の指導者や優れた文化人、学者から選ばれる傾向が強く、例えばビリントン現館長は著名なロシ

ア史研究者である。

館長、および副館長 (Deputy Librarian)のもとに議会図書館を構成する部門としては、議会に対する情報

サービスを担う議会調査局 (Congressional Research Service)、著作権法に定められた著作権登録を行う

アメリカ合衆国著作権局（英語版） (Copyright Office)、法律専門の図書館部門である法律図書館 (Law

Library)、一般利用者に対するサービスを担当する図書館サービス (Library Service)、電子図書館サー

ビスを企画運営する戦略企画局 (Office of Strategic Initiatives)、および組織管理を行う館長公室

(Office of Librarian) があり、各部門の長によって館の最高意志決定機関である執行委員会 (Executive

Committee) が組織されている。

施設は、主にワシントンの連邦議会に隣接して 3 棟のビルを使用しており、全館に勤務する職員の総数は

4000 人を越える。施設の中心となる本館は 1897 年開館で 100 年以上の歴史を持ち、1980 年より議会図書

館の成立に大きな影響を与えたジェファーソン元大統領の名をとって「トーマス・ジェファーソン・ビル

ディング（ジェファーソンビル）」と呼ばれている。アダムスビル、マディソンビルと称される残るふたつ

の別館とも地下道で結ばれており、単一の図書館施設としても世界最大である。

(1) 概要

アメリカ合衆国議会図書館（Library of Congress: LC, 以下「議会図書館」という）は、アメリカの独

立とともにフィラデルフィアに成立した。当初は、連邦議会議員の教養に資するためのコレクションとし

て、トマス・ジェファーソンが自分の蔵書を買い取らせて作らせたものであり、それまでは連邦議会はベ

ンジャミン・フランクリンの会員制図書館組織「フィラデルフィア図書館会社」を利用させてもらってい

た。ジェファーソン文庫はその後火災にあって焼失し、ほとんどもとの姿をとどめていない。1800 年に首



都がワシントン D.C.に移転し、議会図書館も同時にそこに移転したが、1814 年のイギリス軍の侵略により

蔵書は蹂躙された。

この図書館が発展を遂げたのは、南北戦争の後であった。戦争当時の議会図書館長は従軍医師でもあり、

図書館の業務を折からインタビューにやってきた新聞記者のスパッフォードに託して、自分は戦場に出て

行った。スパッフォードは、戦後の 1864 年に館長に就任、以後 32 年間その職にあった。この期間はアメ

リカの発展期であって、図書館の蔵書は急速に増え、新館の建設が必須となった。連邦議会は、議会図書

館の発展に関し、館長自身の功績をも認めており、この図書館が「国立図書館」の役割を担う準備はでき

ていた。新館の設計を進めたスパッフォード館長は1897 年に引退した。

後継館長のヤングは、新館建設実現の任にあたったが、その死去により在任期間は短かった。彼の残し

た功績としては、視覚障害者の図書館利用に道を開いたことがあげられる。議会図書館が真にその地位を

確実なものにしたのは、1899 年より 40 年間にわたり館長として君臨したハーバート・パトナムの時期で

あった。小柄なパトナムはパトナム出版社の会長の息子であり、ボストン公共図書館の館長というアメリ

カの政界および図書館界のエリートであり、その任期の間に充分に手腕を発揮した。館長就任と同時に完

成させた見せ場として見事な建築の新館は、1930 年代にはすでに手狭となり、第二の建物「アダムス・ビ

ル」を本館の裏手に完成させた。パトナムが議会図書館をアメリカ最大規模の図書館とし、その機能を発

揮させたのは、彼がとりあげた二つの仕事によるものであった。その第一は「印刷目録カードの配布」で

あり、アメリカ国内のすべての図書館の要としての位置を確保するのに役立った。その第二は「議会図書

館分類」の編纂であり、学術図書館の資料の組織化に役立つ分類体系がここに実現された。第二次世界大

戦以後、大規模な蔵書コレクションを抱えるアメリカの図書館は相次いで議会図書館分類に切り換えてい

った。

第二次世界大戦の期間は、文人のマクリーシュがルーズヴェルト大統領の指名で館長の地位に就き、戦

時期の図書館界を指導したが、戦争の終結後にはアメリカは新たな繁栄の時代を迎えた。1948 年に創設さ

れた日本の国立国会図書館は、アメリカ議会図書館のクラップ副館長が中心となって勧告案が作成された

ことにも見られる通り、議会図書館はすでに世界の図書館の動向に対しても支配的な地位を確保していた。

戦後世界の図書館活動に対して、議会図書館はきわめて大きな役割を担ったが、それを推進したのは歴代

の館長であった。1954 年より 20 年間議会図書館の運営を担当したマンフォード館長は、蔵書の未曾有の

拡大に貢献し、その範囲はアジア・アフリカ資料まで及び、世界各地に議会図書館の事務所が設けられ、

現地での資料の獲得とそこでの「記述目録のシェアリング」を実現させていた。これはアメリカ国内の学

術図書館に対して大きな意義をもつものであった。大学での地域研究は議会図書館所蔵資料により支えら

れた。たとえば、日本研究は、日本の国立国会図書館から寄贈される官庁刊行物の寄託図書館としての議

会図書館が大きく支援することになった。この間に、アメリカ国内の資料も音声資料や映像資料にいたる

まで収集された。

議会図書館において、機械可読目録「MARC」が開発されたのは 1960 年代の半ばであり、その実現により、

情報検索の新たな時代が到来した。出版物の書誌情報はデータベース化され、図書そのものにもCIP

（Cataloging In Publication）として目録記述が記載されるようになった。技術革新の先頭に立った議会

図書館は、紙の劣化の研究などにも新機軸を打ち出した。

マンフォード以後の 2代にわたる議会図書館長はいずれも大学の研究者であり、アメリカ史のブーアス

ティンとロシア史のビリントンである。1960 年代後半にはアメリカの繁栄に陰りがさし、ベトナム戦争や

社会情勢の荒廃など新たな苦難に直面することになった。しかし、議会の後ろ盾を拠り所とする議会図書

館は館長の指導力を梃子に発展を続けた。ブーアスティン館長時代の1980 年に従来の旧館ジェファーソ

ン・ビルの横手に巨大な第 3 の新館マディソン・ビルが完成し、アメリカ社会におけるこの図書館の位置

づけを象徴するものとなった。こうして議会図書館は、特に在任期間の長かった館長、パトナム、マンフ

ォード、ブーアスティンの時代に大きく発展した。



(2) 最近の動向

現議会図書館長のジェームズ・ビリントンは1987 年以来この職にあり、すでにその在任期間は20 年に

達しようとしている。この間にビリントンが行った内部改革とその活動は、議会図書館の歴史に新しいペ

ージを書き加えている。

その第一は資料の電子化計画であって、その規模といいその意義といい、他の諸国の国立図書館では真

似のできない資料の総合的なデジタル化とその利用者への提供であり、「アメリカン・メモリー」と呼ば

れている。この新たな取り組みは西暦 2000 年の議会図書館創設 200 周年を記念に実施されたものであり、

すでに基礎資料のデジタル化は終わっている。議会図書館のホームページにはこのように書かれている。

「アメリカン・メモリー。アメリカの歴史を語る文書、写真、映画、音盤の記録を収録し、アメリカの教

育担当者の利用に開かれている。ここには各時代の大統領の写真その他すべてが採録されている」。

この記録の狙いは、全米各地の小学校・中学校の教材にアメリカ史の主要な文献・映像・音声データを

自由に利用させる点にあった。クリントン政権下に実現した「情報スーパーハイウェイ」の基盤整備をも

とに、いずれの僻地にあってもこうした資料を画面に呼び出して学校の教室で利用できるようになってい

る。19 世紀の西部の開拓は当時の写真や地図によって紹介され、リンカーン大統領のゲティスバーグ演説

も、リンドバーグの大西洋横断単独飛行も、目に見え耳で聞くことの出来る形の教材となり得る。議会図

書館が国民に向けて開かれたサービスを提供し、連邦議会の信頼を見事に勝ち得た活動であった。電子化

計画は「アメリカン・メモリー」に限らず、すでに1991 年からはじめられており、当然、著作権が消滅し

公有のものとなった歴史資料が対象とされた。今後とも、このような計画によって、デジタル・データは

付け加えられてゆくであろう。

ビリントン館長が手がけた外国語資料の収集計画も独自のものであった。ロシア史が専門の館長にとっ

て、1990 年代の社会主義の崩壊は、議会図書館にとって資料収集の絶好の機会となった。独立した旧ソ連

邦の共和国からの資料は、これまでは入手が難しかったからである。交換協定により、議会図書館はこう

した中央アジアやバルト３国、カフカスの３共和国の資料も収集できるようになっている。外国語資料は

議会図書館が歴史的に重視してきたところであり、たとえばここは日本研究の資料などにも長い歴史をも

っていた。かなりの時期にわたり、東京に事務所を構え、国立国会図書館の目録を利用してアメリカ本国

に本と灰色文献を送っていた。1991 年から議会図書館内に「日本ドキュメンテーション・センター」を設

置し、データの蓄積を図り、そこには在日本アメリカ大使館で翻訳していた新聞・雑誌の記事なども入力

されてきたが、現在はその日本ドキュメンテーションは廃止されている（収集された資料はいまなお利用

できる）。

もうひとつのビリントン館長の目標は、外国語資料の翻訳計画であった。これも外国研究にみずから立

ち会ってきた館長ならではの企画であり、外国語、特にロシア語、アラビア語、日本語などの、非ヨーロ

ッパ言語の科学技術論文、報告書、国際会議のペーパー、特許などを英語に翻訳して資料として蓄え、研

究者の利用に供するものである。これは 1953 年よりシカゴ大学内のジョン・クレラー図書館のなかに設置

された全国翻訳センター（NTC）が、1957 年のスプートニク・ショック以後にロシア語技術文献の英訳を

担当していたが、1988 年に当該業務の打ち切りが決定されたのを受けて、ビリントン館長がNTC と交渉し、

議会図書館がこれを継続することとされたものである。そのとき、それまでに翻訳されていた約40 万点の

翻訳論文も同時に議会図書館に引き取られた。研究者に向けての科学技術資料の翻訳提供は、今後とも着

実に増大するであろう。イギリスでも英国図書館が同様のサービスを行ってきたが、今後はむしろアメリ

カ側の主導でこのような事業が展開してゆくことが予想されるし、世界各国からの利用も期待されている。

身障者サービスは 19 世紀末にジョン・ヤング館長が取組み始めたものであり、現在では議会図書館内の

最大の活動として知られている。議会図書館は国立の視覚障害者図書館となっており、国内の公共図書館

に直接サービスするべく、点字資料とその他の資料の所蔵量は最大規模を誇り、その利用の技術開発にも

取組んでいる。



資料の増加はあらゆる分野に及び、先にふれた通り、外国文献の収集にも積極的で、日本語コレクショ

ンについても、おそらく議会図書館のそれは日本以外では最大のもので、他の諸国語に関しても同様のこ

とが言える。日本から議会図書館に寄贈される政府刊行物は、アメリカの大学の日本研究を支えているこ

とが知られている。

アメリカの文化の保存は、特にアメリカ国内の関心が高く、この分野でも議会図書館に寄せられる期待

は大きい。19 世紀に大英博物館がイギリスの文化遺産の宝庫であったごとく、議会図書館は19 世紀から

20 世紀にかけてのアメリカ文化を強力に蓄積し、その一大パノラマを形成している。音楽、映画、大衆文

芸に関わる資料の保存にも熱心である。毎年、映画の優秀作品を選定してその普及を推進しており、ジャ

ズやポピュラー音楽もその対象とされてきた。1992 年に高齢で亡くなったミュージカル界の巨匠アーヴィ

ング・バーリンの遺産資料約 75 万点の獲得もその一端を示している。議会図書館には、アメリカの民衆生

活の歴史を市民に知らせるための「アメリカン・フォークロア・センター」が置かれ、民間の口承文化の

伝統を保存し、それらの映像化と出版を実施し、実演も支援する役割を担っている。

1977 年に前館長ブーアスティンのもとで創設された「本のセンター」は、読書の普及のための講演会、

セミナー等を開催しており、著名人によるパンフレット・シリーズも刊行していた。1981 年に「児童図書

館部」は「児童センター」となり、国民に開かれた図書館活動としてその名を広く知られている。

連邦議会と結びついた広報活動も議会図書館の活動の目玉のひとつであり、そのホームページには「上

下両院で現在審議中の法案の全文を提供する」との記載がある。ホームページには、さらに議会図書館の

展示会の企画も知らせており、そこにはフランク・ロイド・ライト展といったアメリカの文化の紹介だけ

でなく、40 万人もの来客を集めたといわれる「ヴァチカン図書館展」「死海文書展」などもあった。

ワシントン D.C.に生活する市民に対するサービスも、この図書館の館外活動のうちに入っている。ワシ

ントン D.C.公共図書館は、ここが連邦政府のお膝元で、政府職員とその家族の居住地であるため、その組

織から人事にいたるまで連邦議会が責任を持っている。この図書館のサービス、特に児童サービスと身障

者サービスは知られているが、そこでは議会図書館の所蔵資料が事実上優先的に利用できることになって

いるからである。隣接のメリーランド州およびヴァージニア州を含むワシントンD.C.図書館協会の活動に

も、議会図書館は協力している。 議会図書館の研究・開発については、国内の図書館に向けてだけでは

なく、国際的な視野にたって展開されており、注目されている。紙を劣化から守る研究についてはすでに

よく知られている。電子図書館構想の分野でも議会図書館の取り組みは今後ますます活発になることであ

ろう。

西暦 2000 年、議会図書館創設 200 周年にあたり、ビリントン館長は「22 世紀に向けた新たな議会図書

館」の構想を打ち出した。「‘古い皮袋に新しい酒を入れること’これがわれわれの果たすべき役割であ

る。200 周年という記念の年に向けて、図書館は生まれ変わらなければならない。図書館の価値は、次の

７つの点で測ることができる。サービス、質、効率、革新性、情報発信、職員の資質の開発、公平さがそ

れである。そのうちもっとも基本になるのはサービスである。その改善に向けて、組織も変化してゆくの

が当然である。それは毎年の努力のなかから生まれてくるものであろう」。ビリントン館長は、歴代館長

と同様、館内組織の合理化に着手し、1990 年代以降の不況期に予算が削減されたとき、その合理化は効果

を発揮した。

ビリントンが掲げた最優先の図書館活動のテーマは、第一に電子図書館の実現であり、この技術を通じ

て資料の有効な管理と提供を図ることである。第二には、アメリカ文化の保存とその利用である。そして、

第三には、身障者および児童に対する図書館サービスである。このような諸活動があってこそ、連邦議会

はこの議会図書館を高く評価しているのである。



(3) 議会図書館の現状：統計

手許にある The Whole Library Handbook 4 によって、議会図書館の現状を確認しておきたい。この数

字は、2004 会計年度（2004 年 10 月－2005 年 9 月）のものである。同会計年度の議会図書館への充当額は

5 億 5,929 万 9,548 ドルで、そのうち裁量的支出としては 3,630 万ドルが認められた。

議会図書館の職員数は 4,120 名を数えた。

所蔵資料については、総計 1億 3,019 万 8,420 点に達する。内訳は、1,972 万 9,698 冊の図書、そして

大活字本、初期刊本(インキュナブラ)、モノグラフ、逐次刊行物、楽譜、製本された新聞、パンフレット、

テクニカル・レポート、その他の印刷資料が 982 万 1,216 点である。また、1億 64 万 7,514 点の特殊コレ

クションを擁し、そのうちの 271 万 882 点がディスク、テープ、録音図書、その他の記録媒体に収められ

た録音資料である。そして、5,847 万 9,431 点の写本、480 万 7,827 点の地図、1,404 万 7,798 点のマイク

ロ資料、519 万 359 点の音楽資料をもつ。さらに、1,391 万 4,990 点の視覚資料を蔵し、そのうちの 95 万

7,794 点が動画、1,233 万 8,513 点が写真、8 万 9,241 点がポスター、52 万 9,442 点が版画・絵画である。

図書館サービスについては、カウンター、電話、書面、電子メールを含め、年間68 万 2,264 件のレファ

レンスサービスを行っている。連邦議会向けの調査サービスは89 万 9,284 件を数えた。ちなみに、同会計

年度の著作権登録は 66 万 1,469 件であった。

(4) 図書館界に果たした役割

議会図書館がこれまでに果たしてきた第一の役割は、合衆国市民に対してである。議会図書館には、

「アメリカーナ（Americana）」と呼ばれる植民地時代の歴史資料をはじめとして、国民が生きてきた歴史

の遺産が収集されている。また、ここにはイギリスの大英博物館の伝統に似て、文献収集といったときに

は作家の筆墨にいたるまで集められる。所蔵資料として、歴代大統領の使用した公式文書のほか、初期ア

メリカ史に属する開拓時代の資料、19 世紀の南北戦争の記録が文献にとどまることなく、当時の写真や

細々とした断片的資料にいたるまで保存されている。さらには、20 世紀初頭のアメリカ文化を代表する舞

台芸術や映画に関する記録までが集められている。音楽家たちがここを訪れて、20 世紀はじめのスウィン

グやジャズ音楽の資料から新たなアイデアを手に入れるという話は現代にも続いている。アメリカ全土の

小学校で開拓時代のロッキー山脈の地図や写真、リンカーン大統領の演説の原稿が利用できるのは、こう

した資料の宝庫としての議会図書館の存在を抜きにしては考えられない。

議会図書館の第二の功績は、アメリカの図書館界に対するものであり、そのひとつは公共図書館への協

力体制である。全国書誌に関連して、印刷カードの提供と機械化（MARC）による目録記述の標準化は、20

世紀以降のアメリカ国内の図書館業務を大きく軽減した。さらに、各地の公共図書館の障害者サービスは

議会図書館の支援なしでは成り立たないと言われる状況がある。全国図書館週間の実施や読書の普及にあ

たっても、議会図書館は積極的な役割をになっていることで広く知られる。

アメリカ国内の図書館界に対する議会図書館のいまひとつの貢献は、大学図書館への寄与である。それ

は、特に外国語資料の大規模な収集とその情報提供である。そもそもアメリカは世界から多くの移民を受

入れ、人種民族の坩堝(るつぼ)であり、アメリカ国民のルーツは広くヨーロッパ、アジア、アフリカにま

たがり、1945 年以降、世界各地を対象とする地域研究にきわめて熱心に取組むようになった。全米各地の

大学に地域研究の学部やセンターが新設された。だが、地域研究に必要な資料面の手当てはすぐには実現

できなかった。アメリカの第二次世界大戦の占領政策によって、「余剰農産物」の提供と引き換えに獲得

した図書群は各大学の地域研究を支えることになった。議会図書館がアメリカの学術研究の中枢機関とな

りえたのは、連邦議会のバックアップを得て、外国語資料等の集中的な収集体制を組むことができたから

である。かつてのシカゴ大学が行っていた研究者のための特殊言語からの翻訳を引き継いだこと、国内資



料の再配置を図る「合衆国図書交換局」の役割をになったことなどもアメリカの研究図書館にとっては、

大きな意義をもっている。著作権局が議会図書館の一部局であることも重要な役割を果たした。

議会図書館のアメリカ図書館界に対する寄与として、次にあげられるのはアメリカ図書館協会に対する

協力である。シカゴに本部を置くアメリカ図書館協会は、連邦議会との連携を重視し、ワシントンD.C.に

事務所を設置している。シカゴ本部が場所の問題に苦慮し、本部の首都への移転の話が何度か出たが実現

はしていない。議会図書館は、ワシントン D.C.でのアメリカ図書館協会の委員会やセミナーなどの開催に

協力を惜しまず、支援をしてきた。

議会図書館は、ともに隣接地区にある国立医学図書館（NLM）および国立農学図書館（NAL）と連携を強

め、アメリカ国内の情報政策の一翼を担っている。それと同時に、この議会図書館は、20 世紀初頭からそ

の実績を評価され、アメリカ国内の多くの財団の支援を得て多数の図書館関係事業を推進してきた。図書

館資源協議会（CLR）が首都ワシントンに置かれたのも、同協議会の初代理事長クラップの手腕だけが理由

ではなく、議会図書館の存在が大きかった。図書館資源協議会の事業は20 世紀後半のアメリカの図書館活

動を実質的に支えてきた。

議会図書館は、国際的な場面でもまた貢献している。第二次世界大戦以前、すでに議会図書館は国外の

図書館への協力を行ってきた。そのひとつでよく知られているのは、中米のある国立図書館で管理ができ

ず放置されてきた資料をひそかにワシントン D.C.に運び出し、十分に修復しもとの国立図書館に戻したこ

とがある。各国から研修生を受入れ、資料整理技術の指導を引受けてきたことは知られており、またその

一方で議会図書館から外国に整理技術者を派遣してきた。最近では、デジタル技術についても、諸国の図

書館に指導者を派遣している。外国の図書館への寄与・貢献は図書館に関する技術についての指導だけで

はない。1970 年代初頭に国際図書館連盟（IFLA）に国立図書館部会ができたが、ここで議会図書館はイギ

リスのブリティッシュ・ライブラリーとともに指導的役割を演じている。

さらに言えば、議会図書館は図書館教育の面でも少なからず寄与しており、議会図書館職員のなかから

多くの整理技術や図書館建築の専門家が各地の大学の図書館学校の教員に引き抜かれている。
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テーマ：Washington D.C.

議事堂見学ツアーの後は、世界最大規模の図書館へ。

観光ではこの二つをセットで訪れる人が多いらしく、

先ほど議事堂見学ツアーで知り合ったチャイニーズ女性をお誘いしてみたら、

やはり予定に入れていたそうなので、

楽しく旅行の話しをしながら地下通路を歩きました。



議事堂と図書館は、このような地下通路で繋が

っていて、図書館を先に訪れた人は

この地下通路で議事堂に向かうと、待ち時間の

節約ができるという裏技なのだとか？

ここが議会図書館の地下入口になります。

こちらでも所要時間１時間くらいの無料ガイド

ツアーが行われています。

（ガイド無しツアーもあるそうです）

受付でブッキングをしてから少しだけ待ちまし

たが、

お手洗いに行ったり、展示を見たりしていたら

あっという間でした。

議会図書館については、細かく説明されている

サイトがたくさんあるので割愛します。

（ほんとは説明をきちんと聞いてませんでし

た。。。）



それよりも、この中央閲覧室の美しさ恋の矢

いつまでも見ていたいほど好きな景色でした。

実際に本を閲覧している人もいるので、見学はガラス越しになりますが、

図書館とは、本を閲覧するだけでなくこんな楽しみ方もあるんですね。

これからは 世界の美しい図書館を訪れたい という旅の楽しみが増えました。

図書館のロビーも、まるでヨーロッパのお城のような優雅さで、

政治やアメリカの歴史に興味のない人にも楽しめる場所だと思います。







Hop-On Hop-Off のガイドさんも含め、国会議事堂も、議会図書館も、

ワシントン D.C.のガイドさん達はとにかく熱心で、

良い意味でアメリカが大好きなのが伝わってきます。

ツアー時間を大幅に過ぎていようが、質問をすればいくらでも答えてくれそうでした。

英語のみですが、ワシントン D.C.のガイドツアーはかなりおススメですビックリマーク


